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洗口吐出液中のアンモニア濃度および濁度を指標とした
口腔清潔度検査について

石川 正夫1） 山崎 洋治1） 森田十誉子1，2） 小川 洋子1） 森嶋 清二3）
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概要：本研究の目的は，口腔内を洗口した吐出液中の総細菌数と，アンモニア濃度または濁度との関連性を明らかにし，
これらを指標とした簡易な口腔清潔度検査法を開発することである．被験者は，職域成人 287 名（平均年齢 40.2±9.6 歳）で，
試料として 3 mlの蒸留水を口腔内に含み，10 秒間軽くリンスした後の吐出液を用いた．吐出液中の総細菌数の測定は，
Real-Time PCR法により，アンモニア濃度はアンモニア試験紙（アミチェックTM）により，濁度は光電比色計（ANA-18A＋）
を用いて 660 nmの吸光度より測定した．その結果，吐出液中の総細菌数はアンモニア濃度および濁度と高い相関性を示
し，それぞれの相関係数は，0.774，0.750 であった．これらの結果から吐出液中のアンモニア濃度および濁度の測定は，口
腔内の総細菌数の判定指標となり，口腔清潔度検査への応用の可能性が考えられた．また，吐出液中のアンモニア濃度お
よび濁度は，総細菌数と同様，年代が高くなるに従い増加し，加齢による口腔清潔度の低下が示唆された．さらに，4 mm
以上の歯周ポケットを有する被験者の吐出液中アンモニア濃度および濁度は，歯周ポケットを有しない被験者に比べ有意
に高かったことから，歯周病リスクの判定のための検査法としての可能性も示唆された．
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緒 言

口腔内には，500 種類以上の細菌が存在し，歯面，歯肉
溝，舌などの部位に独自の細菌叢を形成している1）．これ
ら細菌の一部は唾液中にも検出されることから，刺激唾
液や洗口吐出液を用いて，う蝕や歯周病と関連性の高い
細菌性の因子を測定することにより，疾病リスクの検査
や治療計画の策定などに活用されている．一方，口腔内
の清潔度（衛生状態）に影響を及ぼす汚れ成分としては，
食物残渣，剥離上皮細胞，食品や嗜好品からの色素やター
ルをはじめ，歯垢，舌苔などが考えられる．その中で歯
垢や舌苔は，付着量をプラークスコアや舌苔スコアを用
いて視覚的に判定することにより，口腔内の衛生状態を
評価している．阿部らは，要介護高齢者の口腔内の衛生
状態として，歯垢や舌苔量が多くなると唾液中の総細菌

数が増加し，誤嚥性肺炎はじめ，発熱のリスクが高くな
ることを指摘しており，口腔の衛生状態と唾液中の総細
菌数との関連性を報告している2，3）．また，唾液中細菌数
は，口臭とも関連することから4，5），唾液中の総細菌数を
測定することにより，口腔清潔度はじめ口臭の判定が可
能となるのではないかと考えられる．しかし，総細菌数
の測定法となると，培養後のコロニー数をカウントする
方法6），細菌に特異的な酵素活性を測定する方法7―9），細菌
の抗原量や遺伝子量を測定する方法10―12）などさまざまあ
るが，これらは，測定終了までに早いものでも 5分から
数日間を要する．また，高価な分析機器を用いる場合も
多い．
一方，高齢化社会では誤嚥性肺炎はじめ日和見感染の

増加が懸念され2，3，13，14），また，集団健診やフィールド調査
など多人数を一度に調査し，結果をその場でフィード
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